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因を検討した。その結果、保護者の交換満足度の向上には、 i) 情報交換の頻度の高さ、 ii) 子ども












況を検討した。その結果、保護者、支援者とも、 7 割以上が日常的に ICT を利用している現状に
あった。そのため、両者間の情報交換に ICT を導入することは十分に可能であると考えられた。





































































絡ノートの使用が関連していること、 b) 支援者との情報交換に SNS 等の ICT を利用することを
保護者は希望していること、 c) 情報交換への ICT 利用に対して支援者が抱いている懸念を低減す
る方法があれば ICT 利用は可能であることを明らかにしたうえで、 d) SNS を利用した情報交換
モデ、ルを実証的に検討した初めての試みで、あった点が高く評価された。
よって、本論文は博士(教育情報学)の学位論文として合格と認める。
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